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学生実験に対する意欲向上策の検討 

渡辺 泰三（指導教員 佐藤 憲史） 
 

1. はじめに 

学生実験において、レポートの剽窃など、学生の実験へ

の意欲低下によると思われる問題が多々発生している。本

研究では、アンケート調査を行い、それらの問題と意欲と

の関係を調べるとともに学生の立場での工学実験の改善

策の提案を目的とする。 

2. クラスター分析について 

本研究では、学生の回答から類似したデータをまとめ、

解析することで傾向を探るためにクラスター分析を行う。

クラスター分析とは、複数の個体をいくつかのクラスター

に分類するために用いられる数学的分析手法である。図 1

に階層的クラスター分析の際に用いられるデンドログラ

ム(樹形図)を示す。デンドログラムを出力するために解析

ソフト『Ｒ』を使用した[1]。 

 

図 1 階層的クラスター分析の例 

 また、類似度を表す指標として次のユークリッド距離

(𝑑𝑖𝑗 )を採用した。式は以下(1)のとおりである。 

𝑑𝑖𝑗
2 = ∑(𝑋𝑖𝑘 − 𝑋𝑗𝑘)2

𝑃

𝑘=1

   ,    (𝑖, 𝑗 = 1,2,3, ⋯ , 𝑛)      (1) 

𝑋𝑖𝑘,𝑋𝑖𝑗:アンケートに対する回答  

(i, j:回答番号 k:質問番号) 

3. アンケートの実施 

文献[2]を参考にアンケートを作成した。アンケートは

電気電子工学科 2～5 年を対象として、合計 163 名に対し

て、11 月 25 日から 1月 16 日にかけて実施し、113 名の有

効回答を得た。 

4. クラスター分析結果 

今回、分析の手法としてクラスター分析(word 法)を採

用した。その結果、３つのクラスターに分類できることが

確認出来た。クラスター１は「実験に対し魅力を見出せず

内発的な要因に動機付けられないグループ」、クラスター

２は「多くの要因から刺激を受け、非常に動機付けられや

すいグループ」、クラスター３は「内発的な要因からの刺

激を受けて動機付けられるグループ」と特徴付けられる。

また、それぞれのクラスターの比率は 33:27:53 となり、

クラスター３の割合が最も多くなった。この比率はどの学

年でもほぼ同様となった。 

 

図２ 全体のクラスター比率 

5. 意欲向上策の検討 

クラスター１に対しては、実験をする魅力を提供し、実

験への関心を高める対策が必要となる。クラスター２は、

特に内容関与的動機に刺激を受けやすい傾向があるため、

ただの作業のような実験ではなく、自分の頭を使うような

実験が意欲の向上につながるといえる。クラスター３は実

験に対し実用性や普段の授業との関連性を強く求める傾

向があるので、授業との関連を明確にして実験を行うこと

が有効であると考えられる。 

6. まとめ 

クラスター分析の結果、学生を３つのグループに分ける

ことができ、各グループに対する対策が必要であることが

わかった。この結果を考慮し実験の改定を行い、学生は実

験について積極的に意見交換を行うことで実験に対する

意欲は向上していくと考える。 
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